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The Vocabulary of Kotobagaki in Shin-gosenwakashu:
Characteristic Trends in Language Use

WAKABAYASHI Toshihide*

This paper is on some characteristic trends in the vocabulary used
in the Kotobagaki of Shin-gosenwakashu, comparing it mainly with the
language used in the Kotobagaki of the six other imperial-commissioned
poem anthologies : Senzaiwakashu , Shin-kokinwakashu , Shin-
chokusenwakashu, Shoku-gosenwakashu, Shoku-kokinwakashu, and
Syoku-shuiwakashu.

This time, the following six words have been picked for
consideration and analysis:
—“Wasuru”, “Kouan”, “Wakana”, and “Shiyakukiyo”— 4 of the 19

words which are fundamental words‚ (words which have more than
one per mil usage rate in a whole book)‚ used frequently in Shin-
gosenwakashu, but aren’t commonly used in the other six anthologies
noted above.

—“Miyuki” and “Neburi”— two words that appear, but are not
considered fundamental words in Shin-gosenwakashu, and of which
there are no examples of usage in the other six anthologies noted
above.

My considered opinions are as follows:
1. Frequent use of the word “Wasuru” could be linked to the waka poem

theme, “Wasururukoi”

2. The reason “Kouan” and “Shiyakukiyo” are frequently used could be
to fit with the editor Tamayo’s editorial concept.

3. “Wakana” and “Miyuki” could be words which are characteristic to
the Nijyo sect.

4. Although the word “Neburi” can be found in other anthologies of
waka poems, it is used only once in Shin-gosenwakashu , and is
completely absent from all other anthologies collected by Imperial
command, making it a word of particular interest.

＊ 城西大学教授
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一

本
稿
は
、
第
一
三
代
の
勅
�
集
で
あ
る
『
新
後
�
和
歌
集
』
の
詞
書

・
左
注
（
以
下
、「
新
後
�
詞
書
」
と
略
称
す
る
（
１
）

）
の
自
立
語
語
彙
の

使
用
実
態
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。「
新
後
�
詞

書
」
の
自
立
語
語
彙
の
総
体
論
的
性
格
と
、
い
く
つ
か
の
使
用
語
の
特

徴
に
つ
い
て
は
前
稿
（
２
）

で
も
ふ
れ
た
。
本
稿
で
は
、
前
稿
で
ふ
れ
得
な
か

っ
た
特
徴
的
使
用
語
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
ふ
れ
る
こ
と
に
す
る
。

周
知
の
よ
う
に
『
新
後
�
和
歌
集
』
は
、
後
宇
多
院
の
院
宣
に
よ
り

二
条
為
世
が
�
進
し
、

対
立
の
き
び
し
い
大
覚
寺
・
持
明
院
の
両
皇
統
、
抗
争
に
は
げ
し

さ
の
加
わ
っ
た
二
条
・
京
極
・
冷
泉
の
三
家
、
そ
の
さ
な
か
に
�

集
せ
ら
れ
た
本
集
は
、
お
の
ず
か
ら
庇
護
者
の
大
覚
寺
統
な
ら
び

に
二
条
派
歌
人
を
重
く
し
た
（
３
）

と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
し
、
本
稿
で
は
主
と

し
て
、
い
わ
ゆ
る
二
条
家
三
代
集
以
降
の
勅
�
集
で
あ
る
『
千
載
和
歌

集
』
か
ら
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
ま
で
の
詞
書
・
左
注
（
以
下
、「
詞

書
」
と
略
称
す
る
）
の
自
立
語
語
彙
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
新

後
�
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
の
性
格
の
一
端
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

語
彙
調
査
を
行
な
う
に
当
た
っ
て
の
単
位
語
の
取
り
方
に
つ
い
て

は
、
筆
者
の
同
様
の
調
査
（
４
）

と
の
関
係
で
、
宮
島
達
夫
氏
編
『
古
典
対
照

語
い
表
』（
昭
和
四
六
年
九
月
、
笠
間
書
院
）
に
お
け
る
認
定
基
準

に
、
お
お
む
ね
依
拠
し
た
。
ま
た
、
本
文
は
、『
新
編
国
歌
大
観

第

一
巻
』（
昭
和
五
八
年
二
月
、
角
川
書
店
）
所
収
本
（
底
本
は
、
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
二
十
一
代
集
〈
五
一
〇
・
一
三
〉
中
の
吉
田
兼
右
書
写

本
）
に
よ
っ
た
。

二

あ
る
作
品
の
語
彙
の
特
徴
に
つ
い
て
ふ
れ
る
場
合
、
異
な
り
語
数
・

延
べ
語
数
、
品
詞
別
・
語
種
別
構
成
比
率
等
の
観
点
か
ら
、
ま
ず
大
き

く
捉
え
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
す
で

に
前
稿
で
ふ
れ
て
い
る
の
で
、
本
稿
で
は
、
水
谷
静
夫
氏
が
示
さ
れ
た

類
似
度
’Ｄ（
５
）を

使
用
し
、「
新
後
�
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
考
え
る
こ

と
に
す
る
。

表
（
１
）
は
、「
新
後
�
詞
書
」
の
語
彙
と
、「
千
載
詞
書
」
か
ら

「
続
拾
遺
詞
書
」
ま
で
の
そ
れ
ら
と
の
類
似
度
’Ｄ
を
ま
と
め
た
も
の
で

あ
る
。

筆
者
は
、「
千
載
詞
書
」
以
前
の
「
詞
書
」
相
互
間
の
類
似
度
’Ｄ
の

値
に
つ
い
て
も
調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
（
６
）

が
、
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、

こ
の
表
（
１
）
で
の
値
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
当
然
と
い
え

ば
当
然
の
こ
と
で
は
あ
る
が
、
一
般
的
に
隣
接
す
る
「
詞
書
」
間
の
類

似
度
’Ｄ
の
値
が
高
く
な
る
と
い
う
原
則
は
、
こ
の
表
（
１
）
に
お
い
て

も
み
て
と
れ
る
。
な
お
、
こ
の
表
か
ら
は
、
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１

「
新
古
今
詞
書
」
と
「
新
勅
�
詞
書
」
と
の
類
似
度
’Ｄ
の
値

は
、
上
記
原
則
の
例
外
と
な
っ
て
い
る

２

「
新
勅
�
詞
書
」
と
「
続
後
�
詞
書
」
以
降
の
「
詞
書
」
と
の

間
の
類
似
度
’Ｄ
の
値
は
、

相
対
的
に
低
い

３

「
続
後
�
詞
書
」
以
降

の
「
詞
書
」
相
互
間
の
類

似
度
’Ｄ
の
値
は
〇
・
八
六

以
上
と
、
非
常
に
高
い
。

中
で
も
「
続
拾
遺
詞
書
」

と
「
新
後
�
詞
書
」
と
の

そ
れ
は
、
注
目
に
値
す
る

高
さ
と
な
っ
て
い
る

の
よ
う
な
点
も
み
て
と
れ
よ

う
。１

に
関
し
て
は
、
自
ら
が
�

者
の
一
人
と
し
て
加
わ
っ
た

『
新
古
今
和
歌
集
』
を
否
定
的

に
と
ら
え
る
ま
で
変
化
し
た

『
新
勅
�
和
歌
集
』
編
纂
時
の

定
家
の
心
境
（
７
）

が
、「
新
古
今
詞

書
」
の
使
用
語
彙
と
「
新
勅
�

詞
書
」
の
そ
れ
と
を
微
妙
に
相
違
さ
せ
た
結
果
で
あ
る
と
考
え
る
。

２
に
関
し
て
は
、
１
と
も
関
係
す
る
が
、『
新
勅
�
和
歌
集
』
編
纂

時
の
定
家
の
思
考
の
変
化
が
『
続
後
�
和
歌
集
』
の
�
者
で
あ
る
為
家

に
と
っ
て
は
違
和
感
を
持
つ
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
詞
書
」
に
も
影

響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
為
家
の
定
家
に
対
す
る
違
和

感
が
、
そ
れ
以
後
の
二
条
家
の
人
々
に
も
受
け
継
が
れ
た
結
果
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
。

３
に
関
し
て
は
、
１
、
２
と
も
関
係
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
二
条
家
三

代
集
、
特
に
為
家
単
独
�
で
あ
る
『
続
後
�
和
歌
集
』
の
影
響
は
、
二

条
家
の
人
々
に
と
っ
て
は
非
常
に
大
き
な
も
の
が
あ
り
（
８
）

、
そ
れ
が
結
果

的
に
「
続
後
�
詞
書
」
以
降
の
勅
�
集
の
「
詞
書
」
相
互
の
類
似
度
を

高
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、「
続
拾
遺
詞
書
」
と
「
新
後
�
詞

書
」
と
の
類
似
度
’Ｄ
の
高
さ
は
、「
お
お
む
ね
伝
統
墨
守
の
平
板
な
詠

を
�
び
、
�
歌
対
象
年
代
の
幅
の
狭
さ
と
も
相
ま
っ
て
迫
力
や
新
鮮
味

に
欠
け
る
（
９
）

」
と
い
わ
れ
る
『
新
後
�
和
歌
集
』
の
詠
風
と
も
関
係
が
あ

る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
新
後
�
和
歌
集
』
が
二
条
家
三
代
集

的
な
枠
か
ら
の
逸
脱
を
極
度
に
抑
え
た
平
板
で
新
鮮
味
の
な
い
詠
風
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、「
新
後
�
詞
書
」
の
語
彙
と
「
続
拾
遺
詞
書
」
の
そ

れ
と
の
類
似
度
’Ｄ
は
注
目
に
値
す
る
も
の
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

続拾遺

０．９０６

続古今

０．８７７

０．８８８

続後�
０．８６８

０．８７６

０．８７７

新勅�
０．８２８

０．８３７

０．８５０

０．８５７

新古今

０．８１９

０．８３９

０．８５４

０．８５３

０．８５１

千 載

０．８１９

０．８２６

０．８３７

０．８２９

０．８２９

０．８６１

新後�
続拾遺

続古今

続後�
新勅�
新古今

表（１）
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三
―
１

次
に
、「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
特
徴
的
な
使
用
語
に
つ
い
て
ふ

れ
た
い
。

あ
る
「
詞
書
」
に
お
け
る
特
徴
的
使
用
語
を
抽
出
す
る
方
法
は
、
さ

ま
ざ
ま
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
筆
者
も
累
積
使
用
率
に
よ
る
段
階
分

け
に
よ
っ
て
抽
出
し
た
こ
と
が
あ
る
（
１０
）

が
、
本
稿
で
は
、「
新
後
�
詞

書
」
の
基
幹
語
で
、
か
つ
「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
続
拾
遺
詞
書
」
ま
で

で
は
非
基
幹
語
で
あ
る
も
の
を
も
っ
て
「
新
後
�
詞
書
」
の
特
徴
的
使

用
語
と
す
る
。
な
お
、
本
稿
で
は
、
各
「
詞
書
」
に
お
け
る
延
べ
語
数

の
一
パ
ー
ミ
ル
以
上
の
使
用
度
数
を
も
つ
も
の
を
基
幹
語
と
し
た
。

上
記
の
よ
う
な
も
の
を
基
幹
語
と
す
る
と
、「
新
後
�
詞
書
」
の
基

幹
語
彙
は
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
異
な
り
語
数
で
一
六
一
、
延

べ
語
数
で
四
三
九
八
と
な
る
。
う
ち
、
こ
こ
で
対
象
と
な
る
も
の
は
、

し
や
う
じ
よ
ほ
ふ
し
ん
わ
う
（
性
助
法
親
王
）・
わ
す
る
（
忘
）・

こ
う
あ
ん
（
弘
安
、
年
号
名
）・
ろ
く
ひ
や
く
ば
ん
（
六
百
番
）・

た
ひ
ら
（
平
、
姓
）・
こ
ろ
も
（
衣
）・
ち
ど
り
（
千
鳥
）・
ふ
ぢ

は
ら
（
藤
原
、
姓
）・
た
め
う
ぢ
（
為
氏
、
人
名
）・
わ
か
な
（
若

菜
）・
く
わ
い
き
う
（
懐
旧
）・
ご
さ
が
ゐ
ん
（
後
嵯
峨
院
）・
し

ち
ね
ん
（
七
年
）・
あ
と
（
跡
・
後
）・
さ
み
だ
れ
（
五
月
雨
）・

し
や
く
け
う
（
釈
教
）・
う
ぐ
ひ
す
（
鶯
）・
た
う
い
（
擣
衣
）・

た
め
い
へ
（
為
家
）

の
一
九
語
で
あ
る
が
、
前
稿
で
は
、
す
で
に
「
ろ
く
ひ
や
く
ば
ん
（
六

百
番
）」
お
よ
び
「
た
う
い
（
擣
衣
）」
の
二
語
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る

の
で
、
本
稿
で
は
、「
わ
す
る
」「
こ
う
あ
ん
」「
わ
か
な
」「
し
や
く
け

う
」
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

２

ま
ず
、「
わ
す
る
（
忘
、
下
二
段
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

表
（
２
）
は
、「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
新
後
�
詞
書
」
ま
で
の
「
わ

す
る
」
の
使
用
度
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
（
１１
）

。
以
下
、
具
体
的
に
使
用

実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
千
載
詞
書
」
に
は
、

例
１

服
に
侍
り
け
る
時
、
或
る
上
人
の
来
れ
り
け
る
が
、
墨
染
の

袈
裟
を
忘
れ
て
取
り
に
遣
し
た
り
け
る
、
遣
す
と
て
詠
め
る

（
五
八
〇
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
、
ま
た
、「
続
後
�
詞
書
」
に
は
、

例
２

わ
す
る
る
草
の
た
ね
を
だ
に
、
と
い
ひ
け
る
人
の
返
事
に

（
九
八
二
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
て
「
続
古
今
詞
書
」
に

は
、例

３

忘
恋
の
こ
こ
ろ
を
（
一
三
〇
八
）

例
４

寄
鏡
忘
恋
と
い
へ
る
こ
と
を
（
一
三
三
四
）
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の
よ
う
な
歌
題
で
の
使
用
例
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、

「
新
後
�
詞
書
」
で
の
六
例
は
す
べ
て
、

例
５

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
忘
恋
（
一
〇

六
一
）

の
よ
う
な
「
忘
恋
」
と
い
う
歌
題
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。以

上
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、「
新
後
�
詞
書
」
に

お
け
る
「
わ
す
る
」
の
頻
用
は
、「
忘
恋
」
と
い
う

歌
題
の
頻
用
の
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の

「
忘
恋
」
は
、
上
掲
し
た
よ
う
に
「
続
古
今
詞
書
」

に
も
あ
る
が
、
頻
用
さ
れ
る
の
は
「
新
後
�
詞
書
」

あ
た
り
か
ら
で
あ
る
（
１２
）

。
ま
た
、「
忘
恋
」
は
、『
新
後

�
和
歌
集
』
に
続
く
『
玉
葉
和
歌
集
』『
続
千
載
和

歌
集
』『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』『
風
雅
和
歌
集
』『
新

千
載
和
歌
集
』『
新
拾
遺
和
歌
集
』『
新
後
拾
遺
和
歌

集
』『
新
続
古
今
和
歌
集
』
の
「
詞
書
」
に
お
い
て

も
、
一
例
、
四
例
、
二
例
、
一
例
、
二
例
、
一
例
、

三
例
、
一
例
の
よ
う
に
使
用
さ
れ
（
１３
）

、
歌
題
と
し
て
定

着
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、
こ
の

「
忘
恋
」
が
二
条
派
好
み
の
歌
題
か
ど
う
か
に
つ
い

て
は
軽
々
に
は
論
じ
ら
れ
な
い
。
た
だ
、
非
二
条
派

の
勅
�
集
で
あ
る
『
玉
葉
和
歌
集
』『
風
雅
和
歌

集
』
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
が
前
後
の
勅
�
集
の
「
詞
書
」

に
比
較
し
て
少
な
い
こ
と
も
、
そ
れ
を
考
え
る
上
で
の
手
が
か
り
に

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。

３

次
に
、「
こ
う
あ
ん
（
弘
安
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

表
（
３
）
は
、「
続
後
�
詞
書
」
か
ら
「
新
続
古
今
詞
書
」
ま
で
の

「
こ
う
あ
ん
」
の
使
用
度
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的

に
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
続
拾
遺
詞
書
」
に
は
、

例
６

弘
安
元
年
十
月
、
春
日
社
に
は
じ
め
て
御
幸
あ
り
し
時
ま
ゐ

り
て
…
（
一
四
三
二
）

と
い
う
使
用
例
が
あ
る
。

「
新
後
�
詞
書
」
に
は
四
八
例
あ
る
が
、
う
ち
三
六
例
が
、

例
７

弘
安
元
年
、
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
（
三
二
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
８

弘
安
元
年
、
百
首
歌
め
さ
れ
し
つ
い
で
に
（
四
九
三
）

の
よ
う
な
使
用
例
と
合
わ
せ
、
計
四
一
例
が
「
弘
安
元
年
百
首
歌
」
と

い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
１４
）

。

「
続
千
載
詞
書
」
に
は
五
七
例
あ
る
が
、
う
ち
四
二
例
が
、

新後�
６

続拾遺

０

続古今

２

続後�
２

新勅�
０

新古今

０

千 載

３わする
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例
９

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
三

一
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
１０

弘
安
百
首
歌
奉
り
し
時
（
一
〇
〇
八
）

例
１１

弘
安
百
首
歌
め
さ
れ
し
次
に
（
一
一
六

六
）

の
よ
う
な
使
用
例
を
合
わ
せ
、
計
五
〇
例
が
「
弘
安

百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
１５
）

。

「
続
後
拾
遺
詞
書
」
に
は
一
六
例
あ
る
が
、
う
ち

一
〇
例
が
、

例
１２

弘
安
百
首
歌
奉
り
け
る
と
き
（
三
一

〇
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
１３

弘
安
百
首
歌
め
し
け
る
次
に
（
八
四

二
）

例
１４

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
（
一
一

六
七
）

の
よ
う
な
使
用
例
を
合
わ
せ
、
計
一
三
例
が
「
弘
安

百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
１６
）

。

「
風
雅
詞
書
」
に
は
、

例
１５

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
三

七
三
）

と
い
う
使
用
例
が
あ
る
。

「
新
千
載
詞
書
」
に
は
二
二
例
あ
る
が
、
う
ち
六
例
が
、

例
１６

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
一
一
九
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
１７

弘
安
百
首
歌
め
さ
れ
け
る
次
に
（
五
八
七
）

を
合
わ
せ
、
計
七
例
が
「
弘
安
百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、

例
１８

弘
安
元
年
百
首
歌
奉
り
け
る
時
（
五
一
〇
）

と
い
う
使
用
例
も
二
例
あ
る
（
１７
）

。

「
新
拾
遺
詞
書
」
に
は
一
九
例
あ
る
が
、
う
ち
三
例
が
、

例
１９

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
三
八
七
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
２０

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
（
一
七
九
三
）

を
合
わ
せ
、
計
四
例
が
「
弘
安
百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
八
例
の
、

例
２１

弘
安
元
年
百
首
歌
奉
り
け
る
時
（
一
〇
六
）

と
い
う
使
用
例
に
、

例
２２

弘
安
元
年
百
首
歌
め
し
け
る
次
に
（
一
四
〇
一
）

例
２３

弘
安
元
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
に
（
一
七
八
〇
）

を
合
わ
せ
、
計
一
〇
例
が
「
弘
安
元
年
百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ

れ
て
い
る
（
１８
）

。

「
新
後
拾
遺
詞
書
」
に
は
二
四
例
あ
る
が
、
う
ち
一
二
例
が
、

表（３）

新続古

５２

新後拾

２４

新拾遺

１９

新千載

２２

風 雅

１

続後拾

１６

続千載

５７

玉 葉

０

新後�
４８

続拾遺

１

続古今

０

続後�
０こうあん
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例
２４

弘
安
百
首
歌
に
（
三
六

九
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
２５

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ

り
け
る
時
（
一
四
九
）

を
合
わ
せ
、
計
一
五
例
が
「
弘
安
百

首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
五
例
の
、

例
２６

弘
安
元
年
百
首
歌
た
て

ま
つ
り
け
る
時
（
二
九
四
）

と
い
う
使
用
例
に
、

例
２７

弘
安
元
年
百
首
歌
め
さ

れ
け
る
次
に
（
一
七
）

例
２８

弘
安
元
年
百
首
歌
に

（
一
二
四
二
）

を
合
わ
せ
、
計
七
例
が
「
弘
安
元
年

百
首
歌
」
と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て

い
る
（
１９
）

。

「
新
続
古
今
詞
書
」
に
は
五
二
例

あ
る
が
、
う
ち
二
四
例
が
、

例
２９

弘
安
百
首
歌
に
（
四
三

九
）

と
い
う
使
用
例
で
あ
り
、

例
３０

弘
安
百
首
の
歌
に
（
一
九
四
〇
）

例
３１

弘
安
百
首
歌
の
中
に
（
七
三
五
）

例
３２

弘
安
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
一
〇
六
）

例
３３

弘
安
百
首
歌
め
さ
れ
け
る
つ
い
で
に
（
一
八
二
八
）

の
よ
う
な
使
用
例
を
合
わ
せ
、
計
三
五
例
が
「
弘
安
百
首
（
の
）
歌
」

と
い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
例
の

例
３４

弘
安
元
年
百
首
歌
に
（
二
三
五
）

と
い
う
使
用
例
に
、

例
３５

弘
安
元
年
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
四
一
）

例
３６

弘
安
元
年
百
首
歌
め
さ
れ
け
る
次
に
（
四
三
〇
）

例
３７

弘
安
元
年
百
首
歌
の
中
に
（
一
三
一
六
）

の
よ
う
な
使
用
例
を
合
わ
せ
、
計
一
二
例
が
「
弘
安
元
年
百
首
歌
」
と

い
う
形
で
使
用
さ
れ
て
い
る
（
２０
）

。

以
上
の
よ
う
な
「
こ
う
あ
ん
」
の
使
用
実
態
を
ま
と
め
る
と
、
表

（
４
）
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
表
か
ら
は
、「
新
後
�
詞
書
」
と
「
新
拾

遺
詞
書
」
で
は
「
弘
安
元
年
百
首
歌
」
が
優
勢
で
あ
り
、
特
に
「
新
後

�
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、

１

「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
う
あ
ん
」
の
頻
用
は
、
�
歌

資
料
と
し
て
「
弘
安
百
首
」
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
る
。
な
お
、

「
弘
安
百
首
」
を
重
視
し
た
の
は
、
父
為
氏
が
�
進
し
た
『
続
拾

新続古

１２

２

３５

３

新後拾

７

２

１５

０

新拾遺

１０

１

４

４

新千載

２

３

７

１０

風 雅

０

０

１

０

続後拾

０

１

１３

２

続千載

１

１

５０

５

玉 葉

０

０

０

０

新後�
４１

１

０

６

続拾遺

０

１

０

０

弘安元年百首歌

弘安元年

弘安百首歌

その他

（注）「新続古」の「弘安百首歌」には「弘安百首の歌」も含む。
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遺
和
歌
集
』
の
�
歌
資
料
と
し
て
亀
山
院
が
召
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う

２

非
二
条
系
の
「
玉
葉
詞
書
」「
風
雅
詞
書
」
に
お
い
て
、「
こ
う

あ
ん
」
の
使
用
例
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。
こ
れ
は
、
１
に
述
べ
た
よ

う
な
「
弘
安
百
首
」
の
詠
進
理
由
が
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
３

「
続
千
載
詞
書
」
に
お
け
る
「
こ
う
あ
ん
」
の
頻
用
の
理
由

は
、
１
と
同
様
で
あ
ろ
う

４

「
新
後
�
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
編
纂
の
徹
底
化
が
図
ら
れ
た

結
果
、「
弘
安
元
年
百
首
歌
」
と
し
て
い
る
。
一
方
、
同
じ
為
世

が
�
者
で
あ
る
「
続
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
は
、「
弘
安
百
首

歌
」
に
ほ
ぼ
統
一
し
て
い
る

の
よ
う
な
点
も
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
４
に
関
し
て
は
、
そ

の
理
由
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
い
。
た
だ
、
以
下
に
述
べ
る
よ
う

な
点
が
、
そ
の
理
由
の
一
端
と
な
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

表
（
５
）
は
、
勅
�
集
の
�
集
資
料
と
し
て
召
さ
れ
た
「
宝
治
百

首
」
を
は
じ
め
と
す
る
四
つ
の
応
制
百
首
に
関
し
て
、「
新
後
�
詞

書
」
か
ら
「
続
千
載
詞
書
」
ま
で
に
お
け
る
元
号
を
含
む
百
首
の
表
記

の
用
例
に
つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
（
２１
）

。

『
新
後
�
和
歌
集
』
�
進
の
た
め
の
応
制
百
首
で
あ
る
「
嘉
元
元
年

百
首
」
に
関
し
て
、「
新
後
�
詞
書
」
に
お
い
て
は
、
多
く
、

例
３８

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
…
（
三
七
）

の
よ
う
に
し
て
い
る
。

ま
た
、
表
（
５
）
で
わ

か
る
よ
う
に
、
一
代
前

の
勅
�
集
で
あ
る
『
続

拾
遺
和
歌
集
』
に
関
す

る
応
制
百
首
に
関
し
て

は
「
弘
安
元
年
百
首

歌
」、
二
代
前
の
そ
れ

に
関
し
て
は
「
弘
長
元

年
百
首
歌
」
の
よ
う

に
、
よ
り
正
確
な
形
で

統
一
し
て
い
る
。
し
か

し
、
そ
れ
以
前
は
「
宝

治
百
首
歌
」「
宝
治
二

年
（
…
）
百
首
歌
」
の

よ
う
に
不
統
一
で
あ
る

こ
と
も
わ
か
る
。
一

方
、「
続
千
載
詞
書
」

に
お
い
て
は
、
二
条
家

系
の
一
代
前
の
勅
�
集

で
あ
る
『
新
後
�
和
歌

集
』
の
応
制
百
首
で
あ

嘉元百首

百首歌

嘉元元年百首歌３

嘉元元年（…）百首歌１

嘉元百首歌２５

嘉元元年百首歌１

嘉元百首歌７５

嘉元百首１

弘安百首

弘安元年百首歌４１

弘安元年百首歌１

弘安百首歌５０

弘長百首

弘長元年百首歌２６

弘長元年（…）百首歌１

弘長元年百首歌２

弘長百首歌８

弘長元年百首歌１

弘長元年（…）百首歌１

弘長百首歌７

宝治百首

宝治二年（…）百首歌３

宝治百首歌１５

宝治二年百首歌９

宝治百首歌１３

宝治二年百首歌１

宝治百首歌３４

新後撰

玉 葉

続千載

表（５）
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る
「
嘉
元
百
首
」
に
関
し
て
は
「
嘉
元
百
首
歌
」、
二
代
前
の
そ
れ
は

「
弘
安
百
首
歌
」、
三
代
前
の
そ
れ
は
「
弘
長
百
首
歌
」
の
よ
う
に
、

「
元
号
＋
百
首
歌
」
の
形
で
一
応
の
統
一
は
な
さ
れ
て
い
る
。
と
同
時

に
、「
嘉
元
元
年
百
首
歌
」「
弘
安
元
年
百
首
歌
」「
弘
長
元
年
百
首

歌
」
の
よ
う
な
表
記
も
散
見
し
、
細
部
に
お
け
る
統
一
の
徹
底
が
図
ら

れ
て
い
る
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
こ
と
も
わ
か
る
。

以
上
、
前
代
、
前
々
代
に
関
し
て
は
よ
り
正
確
な
出
典
名
を
記
そ
う

と
し
た
「
新
後
�
詞
書
」
と
、「
元
号
＋
百
首
歌
」
と
い
う
形
で
統
一

し
よ
う
と
し
た
「
続
千
載
詞
書
」
と
の
編
纂
姿
勢
の
相
違
が
、
結
果
的

に
４
の
よ
う
な
相
違
と
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

４

次
に
、「
わ
か
な
（
若
菜
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
た
い
。

表
（
６
）
は
、「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
続
後
�
詞
書
」
ま
で
の
「
わ

か
な
」
の
使
用
度
数
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
表
に
は
な

い
が
、「
わ
か
な
」
は
「
古
今
詞
書
」「
拾
遺
詞
書
」「
詞
花
詞
書
」
に

お
い
て
も
各
一
例
使
用
さ
れ
て
お
り
、『
新
後
�
和
歌
集
』
に
続
く

『
玉
葉
和
歌
集
』『
続
千
載
和
歌
集
』『
続
後
拾
遺
和
歌
集
』『
風
雅
和
歌

集
』『
新
千
載
和
歌
集
』『
新
拾
遺
和
歌
集
』『
新
後
拾
遺
和
歌
集
』『
新

続
古
今
和
歌
集
』
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
も
、
三
例
、
六
例
、
四
例
、

二
例
、
八
例
、
二
例
、
二
例
、
四
例
、
そ
れ
ぞ
れ
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
す
る
と
、「
わ
か
な
」
は
、
広
く
使
用
さ

れ
た
用
語
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
が
、
勅
�

集
に
お
い
て
本
格
的
に
歌
題
と
し
て
一
般
化
す
る
の

は
、例

３９

述
懐
百
首
歌
よ
み
侍
り
け
る
に
、
若
菜

（
一
五
）

例
４０

大
神
宮
に
た
て
ま
つ
り
け
る
百
首
歌
の

中
に
、
わ
か
な
を
よ
め
る
（
一
六
一
〇
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
み
ら
れ
る
『
新
古
今
和
歌
集
』

以
降
で
あ
る
と
言
え
る
。
以
下
、「
千
載
詞
書
」
か

ら
「
新
後
�
詞
書
」
ま
で
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と

に
す
る
。

「
千
載
詞
書
」
に
は
、

例
４１

堀
河
院
の
御
時
、
百
首
の
歌
奉
り
け
る

内
、
若
菜
の
歌
と
て
詠
め
る
（
一
四
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
、「
新
古
今
詞
書
」
に
は
、
上

掲
し
た
例
３９
・
例
４０
以
外
に
、

例
４２

亭
子
院
の
六
十
御
賀
�
風
に
、
わ
か
な

つ
め
る
と
こ
ろ
を
よ
み
侍
り
け
る
（
七
一

一
）

と
い
う
使
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

「
続
後
�
詞
書
」
に
は
、

新後�
６

続拾遺

２

続古今

１

続後�
１

新勅�
０

新古今

３

千 載

２わかな

表（６）
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例
４３

久
安
六
年
崇
徳
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ

り
け
る
時
、
若
菜
を
よ
み
侍
り
け
る
（
三

一
）

と
い
う
使
用
例
が
、「
続
古
今
詞
書
」
に
は
、

例
４４

若
菜
を
よ
み
侍
り
け
る
（
二
〇
）

と
い
う
使
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。

「
続
拾
遺
詞
書
」
に
は
、

例
４５

若
菜
を
よ
ま
せ
給
う
け
る
（
二
一
）

の
よ
う
な
上
掲
し
た
の
と
同
様
の
「
わ
か
な
」
の
使

用
例
と
と
も
に
、

例
４６

宝
治
二
年
後
嵯
峨
院
に
百
首
歌
た
て
ま

つ
り
け
る
時
、
沢
若
菜
（
二
二
）

と
い
う
結
び
題
と
し
て
の
使
用
例
も
あ
る
（
２２
）

。

「
新
後
�
詞
書
」
に
も
、

例
４７

百
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
、
若
菜
（
二

三
）

の
よ
う
な
使
用
例
と
と
も
に
、

例
４８

雪
中
若
菜
と
い
へ
る
心
を
（
二
四
）

の
よ
う
な
結
び
題
と
し
て
の
使
用
例
が
、
計
四
例
あ

る
。表

（
７
）
は
、
歌
題
と
し
て
の
「
わ
か
な
」
の
使

用
度
数
と
、
使
用
さ
れ
た
「
詞
書
」
の
あ
る
和
歌
の

詠
者
が
御
子
左
家
・
二
条
派
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
用
例
数
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
表
（
７
）
で
み
る
と
、
御
子
左
家
・
二
条
派
に
属
す
る
歌
人
の

和
歌
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
「
わ
か
な
（
２３
）

」
が
使
用
さ
れ
る
傾
向
に
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
点
、『
新
後
�
和
歌
集
』
よ
り
後
の
勅
�
集
の

「
詞
書
」
に
お
い
て
も
、
比
率
は
減
少
す
る
も
の
の
同
様
の
傾
向
は
み

ら
れ
る
（
２４
）

。

以
上
、「
わ
か
な
」
の
使
用
実
態
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
み
て
き
た

が
、
そ
れ
か
ら
す
る
と
、「
わ
か
な
」
は
中
世
的
な
歌
題
で
あ
り
、
特

に
、
二
条
派
の
�
集
に
好
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
も
言
え
そ
う
で
あ

る
。
こ
の
点
、
非
二
条
派
の
�
集
で
あ
る
『
玉
葉
和
歌
集
』『
風
雅
和

歌
集
』
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
が
、
他
の
勅
�
集
の
「
詞

書
」
に
お
け
る
そ
れ
と
比
較
し
た
場
合
、
比
較
的
少
な
い
こ
と
も
そ
の

傍
証
に
な
ろ
う
。
な
お
、「
わ
か
な
」
は
、「
続
古
今
詞
書
」
か
ら
「
新

続
古
今
詞
書
」
ま
で
に
四
〇
例
あ
り
、
う
ち
一
二
例
が
結
び
題
と
し
て

の
使
用
で
あ
る
。「
新
後
�
詞
書
」
に
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
結
び
題

と
し
て
四
例
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
結
び
題
と
し
て
の
使
用
の
多

さ
も
、「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
「
わ
か
な
」
頻
用
の
要
因
と
な
っ

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

新後�
３／６

続拾遺

０／２

続古今

１／１

続後�
１／１

新勅�
０／０

新古今

２／２

千 載

０／１御子左・二条

表（７）
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５

次
に
、「
し
や
く
け
う
（
釈
教
）」
に
つ
い
て
ふ
れ

る
。表

（
８
）
は
、「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
新
後
�
詞

書
」
ま
で
の
「
し
や
く
け
う
」
の
使
用
度
数
（
２５
）

を
示
し

た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
具
体
的
に
「
し
や
く
け

う
」
の
使
用
実
態
を
み
る
こ
と
に
す
る
。

「
続
古
今
詞
書
」
に
は
、

例
４９

釈
教
の
心
を
（
七
八
二
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
、
ま
た
、「
続
拾
遺
詞
書
」
に

は
、例

５０

き
さ
ら
ぎ
の
な
か
ば
の
こ
ろ
八
十
賀
し

侍
り
け
る
つ
い
で
に
、
釈
教
の
心
を
（
一
三

六
〇
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
、
そ
れ
ぞ
れ
計
四
例
あ
る
。

「
新
後
�
詞
書
」
に
は
、

例
５１

釈
教
の
心
を
（
六
三
一
）

例
５２

百
首
歌
奉
り
し
時
、
尺
教
（
七
〇
四
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
、
計
九
例
あ
る
。

表
（
８
）
か
ら
は
、
勅
�
集
の
歌
題
と
し
て
の
使

用
は
、『
続
古
今
和
歌
集
』
か
ら
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。
特
に
、「
新
後
�
詞
書
」
に
お
い
て
急
増
し
た
の
は
、
時
代
的

な
嗜
好
と
と
も
に
、
前
稿
で
も
ふ
れ
た
よ
う
に
、
部
立
と
し
て
の
「
釈

教
」
部
の
歌
数
の
多
さ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

『
新
後
�
和
歌
集
』
に
続
く
『
玉
葉
和
歌
集
』
以
降
の
す
べ
て
の
勅
�

集
の
「
詞
書
」
に
お
い
て
も
「
し
や
く
け
う
」
の
使
用
例
は
あ
り
（
２６
）

、
特

に
、「
玉
葉
詞
書
」「
新
千
載
詞
書
」
に
お
い
て
、
各
一
一
例
と
頻
用
さ

れ
て
い
る
。
な
お
、
両
「
詞
書
」
に
お
け
る
「
し
や
く
け
う
」
頻
用
に

つ
い
て
も
、「
釈
教
」
部
の
歌
数
の
多
さ
に
（
２７
）

、
そ
の
理
由
を
求
め
る
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

四
―
１

上
記
三
で
、「
新
後
�
詞
書
」
の
特
徴
的
な
基
幹
語
の
い
く
つ
か
に

つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
た
。
し
か
し
、「
新
後
�
詞
書
」
の
非

基
幹
語
の
う
ち
に
も
特
徴
的
な
使
用
語
と
思
わ
れ
る
も
の
が
散
見
す
る

の
で
、
以
下
、
こ
の
よ
う
な
使
用
語
に
つ
い
て
み
る
こ
と
に
す
る
。
具

体
的
に
は
、「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
続
拾
遺
詞
書
」
に
お
い
て
は
使
用

例
が
な
く
、「
新
後
�
詞
書
」
に
お
い
て
は
使
用
例
が
あ
る
「
み
ゆ
き

（
深
雪
）」「
ね
ぶ
り
（
眠
）」
に
つ
い
て
、
そ
の
使
用
実
態
を
み
る
。

新後�
９

続拾遺

４

続古今

４

続後�
０

新勅�
０

新古今

０

千 載

０しやくけう

表（８）
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２

ま
ず
、「
み
ゆ
き
（
深
雪
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

勅
�
集
の
和
歌
部
分
に
は
、
漢
字
表
記
の
「
深
雪
」
は
な
い
が
、

「
み
ゆ
き
」「
み
ゆ
き
（
み
雪
）」、
ま
た
、「
み
ゆ
き
（
御
幸
・
行
幸
）」

と
の
掛
詞
と
し
て
の
使
用
例
が
、

例
５３

ゆ
ふ
さ
れ
ば
衣
手
さ
む
し
み
よ
し
の
の
よ
し
の
の
山
に
み

ゆ
き
ふ
る
ら
し
（
古
今
・
三
一
七
）

例
５４

け
ぬ
が
う
へ
に
又
も
ふ
り
し
け
は
る
が
す
み
た
ち
な
ば
み

ゆ
き
ま
れ
に
こ
そ
み
め
（
古
今
・
三
三
三
）

例
５５

咲
き
匂
ふ
花
の
あ
た
り
は
春
な
が
ら
絶
え
せ
ぬ
宿
の
み
ゆ

き
と
ぞ
見
る
（
千
載
・
五
二
）

例
５６

山
桜
散
り
て
み
雪
に
ま
が
ひ
な
ば
い
づ
れ
か
花
と
春
に
と

は
な
ん
（
新
古
今
・
一
〇
七
）

例
５７

時
し
ら
ぬ
山
と
は
い
へ
ど
ふ
じ
の
ね
の
み
ゆ
き
も
冬
ぞ
ふ

り
ま
さ
り
け
る
（
続
後
�
・
五
一
八
）

を
は
じ
め
と
し
て
多
数
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
表
記
の
「
深
雪
」
の
使
用

例
は
、
私
家
集
な
ど
の
和
歌
部
分
に
は
、

例
５８

み
よ
し
野
は
ま
き
の
し
た
ば
の
か
れ
し
よ
り
と
や
ま
も
深

雪
ふ
ら
ぬ
日
は
な
し
（
夫
木
和
歌
抄
・
一
三
八
九
一
）

例
５９

三
芳
の
の
山
の
深
雪
に
ま
が
へ
て
も
き
ゆ
る
は
を
し
く
散

る
桜
か
な
（
壬
二
集
・
一
二
五
七
）

な
ど
、
少
数
な
が
ら
あ
る
。

一
方
、
こ
こ
で
使
用
実
態
を
み
よ
う
と
す
る
「
詞
書
」
の
「
み
ゆ
き

（
深
雪
）」
は
、「
新
後
�
詞
書
」
に
、

例
６０

位
に
お
ま
し
ま
し
け
る
時
、
深
雪
と
い
ふ
事
を
よ
ま
せ
給

う
け
る
（
五
一
三
）

と
い
う
使
用
例
が
、
ま
た
、「
続
千
載
詞
書
」
に
、

例
６１

後
九
条
内
大
臣
家
百
首
歌
に
、
嶺
樹
深
雪
と
い
ふ
事
を

（
六
六
五
）

と
い
う
使
用
例
が
、
各
一
例
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
勅
�
集

以
外
の
「
詞
書
」
に
は
、「
深
雪
」
と
漢
字
表
記
す
る
使
用
例
が
、

例
６２

羈
中
深
雪
と
い
ふ
こ
と
を
（
有
房
集
・
五
二
）

例
６３

閑
居
深
雪
（
無
名
和
歌
集
・
三
四
）

例
６４

野
亭
深
雪
（
秋
篠
月
清
集
・
一
三
二
二
）

例
６５

民
部
卿
経
房
歌
合
せ
ら
れ
し
に
、
深
雪
（
隆
信
集
・
二
九

〇
）

例
６６

嶺
樹
深
雪
（
壬
二
集
・
一
六
〇
九
）

例
６７

深
雪
と
い
ふ
こ
と
を
（
万
代
和
歌
集
・
一
四
九
四
）

例
６８

前
大
納
言
経
房
家
の
五
首
歌
合
に
、
深
雪
（
閑
月
和
歌
集

・
三
二
八
）

な
ど
散
見
す
る
。
こ
れ
ら
の
使
用
例
か
ら
す
る
と
、「
み
ゆ
き
（
深

雪
）」
は
、
勅
�
集
の
「
詞
書
」
に
相
応
に
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
は
、
上
掲
し
た
二
例
に
す
ぎ
な
い
。
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以
上
、
私
家
集
な
ど
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
漢
字
表
記
の
「
み
ゆ
き

（
深
雪
）」
の
使
用
例
か
ら
す
る
と
、
そ
れ
は
歌
題
と
し
て
、
必
ず
し
も

珍
し
い
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
、
例
６７
の
よ
う
に
、
反
御
子
左
派
と
さ

れ
る
真
観
（
光
俊
）
が
�
集
に
大
き
く
か
か
わ
っ
た
『
万
代
和
歌
集
』

に
も
そ
の
使
用
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
し
て
、
必
ず
し
も
二
条
派
の
み
が

好
ん
だ
歌
題
と
は
言
え
な
い
。
し
か
し
、
勅
�
集
の
「
詞
書
」
に
お
い

て
は
、
わ
ず
か
二
例
し
か
使
用
例
が
な
い
点
や
、
使
用
さ
れ
て
い
る
の

が
い
ず
れ
も
為
世
�
の
勅
�
集
の
「
詞
書
」
で
あ
る
点
は
無
視
し
得

ず
、
や
は
り
「
み
ゆ
き
（
深
雪
）」
は
、
二
条
派
的
性
格
を
持
っ
た
、

為
世
好
み
の
歌
題
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

３

次
に
、「
ね
ぶ
り
（
眠
）」
に
つ
い
て
ふ
れ
る
。

「
新
後
�
詞
書
」
に
は
、

例
６９

中
院
入
道
右
大
臣
家
に
て
、
水
鶏
驚
眠
と
い
へ
る
心
を

（
二
二
四
）

と
い
う
「
ね
ぶ
り
」
の
使
用
例
が
あ
る
。
ま
た
、
勅
�
集
の
「
詞
書
」

に
お
け
る
「
ね
ぶ
り
」
に
関
連
し
た
使
用
例
と
し
て
は
、「
金
葉
詞

書
」
に
お
け
る
、

例
７０

清
海
聖
人
後
世
な
を
恐
れ
思
て
眠
り
入
り
た
り
け
る
枕
上

に
、
僧
の
立
ち
て
よ
み
か
け
け
る
歌
（
六
三
二
）

の
よ
う
な
「
ね
ぶ
り
い
る
」
や
、「
続
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
、

例
７１

法
華
経
序
品
、
未
嘗
睡
眠
の
心
を
（
一
三
四
二
）

の
よ
う
な
「
睡
眠
（
２８
）

」、「
新
続
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
、

例
７２

人
人
あ
そ
び
侍
り
け
る
所
に
て
、
隆
源
法
師
い
た
く
ね
ぶ

り
け
れ
ば
か
は
ら
け
さ
す
と
て
（
二
〇
六
一
）

の
よ
う
な
「
ね
ぶ
る
」
が
あ
る
が
、
わ
ず
か
三
例
に
す
ぎ
な
い
（
２９
）

。

「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
例
は
、
歌
題
と
し
て
の
も
の
で
あ

る
が
、
勅
�
集
以
外
の
「
詞
書
」
に
は
、

『
散
木
奇
歌
集
』
に
お
け
る
、

例
７３

郭
公
驚
眠
（
二
四
三
）

や
、例

７４

擣
衣
驚
眠
（
四
七
二
）

と
い
う
使
用
例
な
ど
、「
新
後
�
詞
書
」
の
使
用
例
に
類
似
し
た
「
○

○
驚
眠
」
と
い
う
形
式
の
も
の
も
散
見
す
る
。

以
下
、『
新
編
国
歌
大
観
』
に
よ
っ
て
、『
新
後
�
和
歌
集
』
以
前
の

「
○
○
驚
眠
」
と
い
う
歌
題
の
歌
が
載
る
歌
集
を
み
る
と
、「
郭
公
驚

眠
」
と
い
う
使
用
例
が
、
上
掲
し
た
『
散
木
奇
歌
集
』（
二
四
三
）
と

『
和
歌
一
字
抄
』（
七
六
一
）
に
、
俊
頼
の
「
擣
衣
驚
眠
」
と
い
う
使
用

例
（
同
一
歌
）
が
、
同
じ
く
上
掲
し
た
『
散
木
奇
歌
集
』（
四
七
二
）、

『
和
歌
一
字
抄
』（
七
六
〇
）、『
中
古
六
歌
仙
』（
三
五
）
に
、「
雁
声
驚

眠
」
と
い
う
使
用
例
が
『
教
長
集
』（
三
七
九
）、『
風
情
集
』（
四
七

九
）
に
、「
荻
声
驚
眠
」
と
い
う
使
用
例
が
『
玄
玉
和
歌
集
』（
六
七
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九
）、『
拾
玉
和
歌
集
』（
八
四
三
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
。
ま
た
、『
新

後
�
和
歌
集
』
以
後
の
歌
集
を
み
る
と
、
俊
頼
の
「
時
鳥
驚
眠
」
と
い

う
使
用
例
（
上
掲
『
散
木
奇
歌
集
』
の
「
郭
公
驚
眠
」
と
同
一
歌
）
が

『
夫
木
和
歌
抄
』（
一
七
二
〇
五
）
に
、
同
じ
く
俊
頼
の
「
擣
衣
驚
眠
」

と
い
う
使
用
例
（
上
掲
「
擣
衣
驚
眠
」
と
同
一
歌
）
が
『
題
林
愚
抄
』

（
四
四
八
〇
）
に
、「
水
鶏
驚
眠
」
と
い
う
使
用
例
が
『
亜
槐
集
』（
四

七
二
）
に
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、『
寂
蓮
結
題
百

首
』（
四
二
）
に
は
、
か
な
書
き
の
「
を
ぎ
の
こ
ゑ
ね
ぶ
り
を
お
ど
ろ

か
す
」（『
玄
玉
和
歌
集
』
と
同
一
歌
）
が
、『
隆
信
集
』
に
は
、
同
じ

く
か
な
書
き
の
「
を
ぎ
の
お
と
ね
ぶ
り
を
お
ど
ろ
か
す
」（
一
六
四
）

や
「
し
ぐ
れ
ね
ぶ
り
を
お
ど
ろ
か
す
」（
二
五
一
）
の
よ
う
な
使
用
例

が
あ
る
（
３０
）

。

「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
「
水
鶏
驚
眠
」
に
は
、
上
記
し
た
よ
う

に
「
○
○
驚
眠
」
と
い
う
類
似
し
た
表
現
が
あ
る
。
し
か
し
、
絶
対
数

も
少
な
く
、
そ
の
「
詞
書
」
を
持
つ
歌
の
詠
者
も
限
定
的
（
３１
）

で
あ
り
、
時

代
的
に
も
そ
の
多
く
は
平
安
期
に
活
躍
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
点
か
ら
す
る
と
、「
水
鶏
驚
眠
」
と
い
う
歌
題
、
ま
た
、
そ
の
中
で

使
用
さ
れ
た
「
ね
ぶ
り
」
は
、
度
数
が
わ
ず
か
一
で
は
あ
る
も
の
の
、

「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
特
徴
的
な
使
用
語
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で

あ
る
。

五

以
上
、「
新
後
�
詞
書
」
の
自
立
語
語
彙
に
関
し
て
、
主
と
し
て

「
千
載
詞
書
」
か
ら
「
続
拾
遺
詞
書
」
ま
で
に
お
け
る
そ
れ
と
の
比
較

を
通
し
て
、
そ
の
使
用
実
態
の
一
端
を
み
て
き
た
。
こ
こ
で
、
そ
の
要

点
を
再
掲
す
る
こ
と
に
よ
り
、
本
稿
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

１

「
新
後
�
詞
書
」
を
中
心
に
し
て
ま
と
め
た
類
似
度
’Ｄ
に
関
す

る
表
（
１
）
か
ら
は
、

Ⅰ

成
立
年
代
が
隣
接
し
た
「
詞
書
」
相
互
間
の
類
似
度
’Ｄ
の

値
は
高
い

Ⅱ

「
新
古
今
詞
書
」
と
「
新
勅
�
詞
書
」
と
の
類
似
度
’Ｄ
の

値
は
、
Ⅰ
の
原
則
か
ら
外
れ
る

Ⅲ

「
新
勅
�
詞
書
」
と
「
続
後
�
詞
書
」
以
降
の
「
詞
書
」

と
の
間
の
類
似
度
’Ｄ
の
値
は
、
相
対
的
に
低
い

Ⅳ

「
続
後
�
詞
書
」
以
降
の
「
詞
書
」
相
互
間
の
類
似
度
’Ｄ

の
値
は
、
そ
れ
以
前
の
類
似
度
’Ｄ
の
値
と
比
較
す
る
と
高

い
。
中
で
も
「
続
拾
遺
詞
書
」
と
「
新
後
�
詞
書
」
と
の
そ

れ
は
、
注
目
に
値
す
る
高
さ
と
な
っ
て
い
る

の
よ
う
な
点
が
み
て
と
れ
る
。

２

「
わ
す
る
（
忘
、
下
二
段
）」
の
頻
用
は
、「
忘
恋
」
と
い
う
歌

題
の
頻
用
の
結
果
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、「
忘
恋
」

と
い
う
歌
題
に
つ
い
て
は
、
非
二
条
派
の
�
集
で
あ
る
『
玉
葉
和
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歌
集
』『
風
雅
和
歌
集
』
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
が
前

後
の
勅
�
集
の
「
詞
書
」
に
比
較
し
て
少
な
い
こ
と
か
ら
、
二
条

派
好
み
の
歌
題
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
軽
々
に
は
論
じ
ら
れ
な

い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

３

「
こ
う
あ
ん
（
弘
安
）」
の
頻
用
は
、
�
者
為
世
の
父
為
氏
が
�

進
し
た
前
代
の
勅
�
集
で
あ
る
『
続
拾
遺
和
歌
集
』
の
�
歌
資
料

と
し
て
の
「
弘
安
百
首
」
を
重
視
し
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

４

「
わ
か
な
（
若
菜
）」
の
頻
用
は
、
こ
れ
が
中
世
的
な
歌
題
で
あ

り
、
二
条
派
に
好
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、「
新
後
�
詞

書
」
に
お
い
て
結
び
題
と
し
て
頻
用
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。

５

「
し
や
く
け
う
（
釈
教
）」
の
頻
用
は
、
時
代
的
な
嗜
好
で
あ
る

と
と
も
に
、
部
立
と
し
て
の
「
釈
教
」
部
の
歌
数
の
多
さ
に
関
係

し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

６

「
新
後
�
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
「
み
ゆ
き
（
深
雪
）」
の
使
用

度
数
は
、
わ
ず
か
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
使
用
実
態
か
ら
す

る
と
、「
み
ゆ
き
」
は
二
条
派
的
性
格
を
持
っ
た
、
為
世
好
み
の

語
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

７

「
新
後
�
詞
書
」
に
使
用
さ
れ
た
「
ね
ぶ
り
（
眠
）」
の
使
用
度

数
は
、
わ
ず
か
一
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
使
用
実
態
か
ら
す
る

と
、「
ね
ぶ
り
（
眠
）」
は
「
新
後
�
詞
書
」
に
お
け
る
特
徴
的
な

使
用
語
の
一
つ
で
あ
る
と
言
え
そ
う
で
あ
る
。

﹇
注
﹈

（
１
）

以
下
、
各
勅
�
集
の
詞
書
・
左
注
に
関
し
て
は
、「
千
載
詞
書
」

「
新
古
今
詞
書
」
の
よ
う
な
略
称
を
用
い
る
。

（
２
）

拙
稿
「『
新
後
�
和
歌
集
』
の
「
詞
書
」
の
語
彙
―
特
徴
的
な
使

用
語
を
中
心
に
―
」（『
解
釈
』
第
五
八
巻
一
一
・
一
二
月
号
、
平
成

二
四
年
一
二
月
）。
以
下
、
同
様
。

（
３
）

犬
養
廉
他
編
『
和
歌
大
辞
典
』（
昭
和
六
一
年
三
月
、
明
治
書

院
）
の
「
新
後
�
和
歌
集
」
の
項
（
濱
口
博
章
氏
執
筆
）。

（
４
）

拙
著
『
詞
書
の
語
彙
論
』（
平
成
二
〇
年
一
一
月
、
笠
間
書
院
）、

拙
稿
「「
続
古
今
和
歌
集
」
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
」（『
日

本
語
日
本
文
学
論
集
』
平
成
一
九
年
七
月
、
笠
間
書
院
）、
拙
稿

「
八
代
集
の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
」（『
文
科
の
継
承
と
展

開
』
平
成
二
三
年
三
月
、
勉
誠
出
版
）、
拙
稿
「『
続
拾
遺
和
歌
集
』

の
「
詞
書
」
の
語
彙
に
つ
い
て
」（『
言
語
変
化
の
分
析
と
理
論
』
平

成
二
三
年
三
月
、
お
う
ふ
う
）、
そ
の
他
。

（
５
）
「
用
語
類
似
度
に
よ
る
歌
謡
曲
仕
訳
『
湯
の
町
エ
レ
ジ
ー
』『
上
海

帰
り
の
リ
ル
』
及
び
そ
の
周
辺
」（『
計
量
国
語
学
』
一
二
巻
四
号
、

昭
和
五
五
年
三
月
）、『
数
理
言
語
学
』（
昭
和
五
七
年
一
月
、
培
風

館
）、
そ
の
他
。

（
６
）
（
４
）
拙
著
、
第
一
部
第
九
章
、
注
５
。
第
二
部
第
二
章
、
表

（
１
）、
第
三
章
、
表
（
５
）、
そ
の
他
。

（
７
）

佐
藤
恒
雄
「
新
勅
�
和
歌
集
成
立
へ
の
道
」（『
新
古
今
集
と
そ
の

時
代
』
和
歌
文
学
論
集
８

平
成
三
年
五
月
、
風
間
書
房
）
参
照
。

（
８
）
（
３
）
書
の
「
続
後
�
和
歌
集
」
の
項
参
照
（
樋
口
芳
麻
呂
氏
執
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筆
）。

（
９
）
（
３
）
に
同
じ
。

（
１０
）
（
４
）
拙
著
、
第
一
部
第
九
章
、
第
二
部
第
一
章
、
そ
の
他
。

（
１１
）
「
新
古
今
詞
書
」
に
関
し
て
、
本
稿
の
底
本
（
小
宮
堅
次
郎
氏
蔵

本
）
の
一
三
九
五
番
歌
の
「
詞
書
」
に
は
「
…
「
わ
す
ら
れ
て
や
」

と
…
」
と
あ
る
が
、『
新
編
国
歌
大
観

第
一
巻
』
所
収
本
の
底
本

（
谷
山
茂
博
士
蔵
寿
本
）
や
『
新
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
全

集
２６

昭
和
四
九
年
三
月
、
小
学
館
）
の
底
本
（
山
崎
宗
鑑
書
写

本
）
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
…
わ
す
れ
て
や
と
…
」（
一
三
九
六
）、

「
…
「
忘
れ
て
や
」
と
…
」（
一
三
九
五
）
と
す
る
。

（
１２
）
「
忘
恋
」
に
類
似
し
た
「
被
忘
恋
」
は
、「
新
古
今
詞
書
」
の

例
Ａ

被
忘
恋
の
心
を
（
一
三
二
三
）

と
い
う
使
用
例
を
は
じ
め
、「
続
後
�
詞
書
」（
九
五
三
、
九
八

八
）、「
続
古
今
詞
書
」（
一
三
六
七
）
に
も
あ
る
。

（
１３
）
『
玉
葉
和
歌
集
』
か
ら
『
新
続
古
今
和
歌
集
』
ま
で
の
勅
�
集
の

「
詞
書
」
や
、
私
家
集
な
ど
の
「
詞
書
」
に
お
け
る
使
用
度
数
は

『
新
編
国
歌
大
観

C
D
-R
O
M

版

V
er.2

』（
平
成
一
五
年
六
月
、

角
川
書
店
）
に
よ
っ
て
調
査
し
た
。
以
下
、
同
様
。

（
１４
）
「
新
後
�
詞
書
」
に
は
、

例
Ｂ

弘
安
元
年
八
月
に
、
月
与
秋
久
と
い
へ
る
心
を
（
一
五
八

三
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
１５
）
「
続
千
載
詞
書
」
に
は
、

例
Ｃ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
二

三
）

例
Ｄ

弘
安
元
年
百
首
歌
奉
り
け
る
時
（
一
〇
一
六
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
１６
）
「
続
後
拾
遺
詞
書
」
に
は
、

例
Ｅ

弘
安
元
年
宇
治
橋
供
養
日
、
亀
山
院
御
幸
あ
り
け
る
に
、

雪
い
と
ふ
か
く
（
一
〇
五
〇
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
１７
）
「
新
千
載
詞
書
」
に
は
、

例
Ｆ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
春
の

う
た
（
一
六
）

例
Ｇ

弘
安
元
年
九
月
尽
日
春
宮
に
て
三
首
歌
講
ぜ
ら
れ
け
る

時
、
秋
山
曙
（
五
一
九
）

例
Ｈ

弘
安
元
年
三
月
藤
原
景
綱
と
も
な
ひ
て
に
し
山
の
よ
し
み

ね
と
い
ふ
寺
に
（
二
一
八
二
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
１８
）
「
新
拾
遺
詞
書
」
に
は
、

例
Ｉ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
四

七
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
１９
）
「
新
後
拾
遺
詞
書
」
に
は
、

例
Ｊ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
一
〇

二
）

例
Ｋ

弘
安
元
年
亀
山
殿
に
て
十
首
歌
講
ぜ
ら
れ
け
る
に
、
初
冬

時
雨
（
四
六
二
）
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の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
２０
）
「
新
続
古
今
詞
書
」
に
は
、

例
Ｌ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
、
春
の

歌
の
中
に
（
四
）

例
Ｍ

弘
安
元
年
亀
山
院
に
百
首
歌
た
て
ま
つ
り
け
る
時
（
一
五

八
）

の
よ
う
な
「
弘
安
元
年
」
の
使
用
例
も
あ
る
。

（
２１
）

安
田
徳
子
氏
は
、「
弘
長
百
首
」
に
関
し
て
、
勅
�
集
�
進
の
た

め
の
応
制
百
首
と
は
性
格
を
異
に
し
て
お
り
、『
続
古
今
和
歌
集
』

の
応
制
百
首
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（「「
弘
長
百
首
」

に
つ
い
て
」『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
（
文
学
）』
八
二
号
、

昭
和
五
七
年
三
月
）
が
、
こ
こ
で
は
一
応
通
説
に
従
い
、
応
制
百
首

と
み
な
し
た
。

（
２２
）

結
び
題
と
し
て
の
「
沢
若
菜
」
の
先
駆
的
な
も
の
と
し
て
は
、

「
詞
花
詞
書
」
に
、

例
Ｎ

女
ど
も
の
さ
は
に
わ
か
な
つ
む
を
見
て
よ
め
る
（
四
三

五
）

の
よ
う
な
使
用
例
が
あ
る
。

（
２３
）

歌
題
に
関
し
て
、
例
４２
の
よ
う
な
も
の
は
数
に
含
め
な
い
。

（
２４
）
「
玉
葉
詞
書
」
か
ら
「
新
続
古
今
詞
書
」
に
お
け
る
歌
題
と
し
て

の
「
わ
か
な
」
の
使
用
度
数
、
カ
ッ
コ
内
に
詠
者
が
御
子
左
家
・
二

条
派
に
属
す
る
と
思
わ
れ
る
用
例
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
示
す
と
、
二

（
二
）、
五
（
一
）、
二
（
一
）、
二
（
一
）、
五
（
一
）、
二
（
〇
）、

二
（
一
）、
三
（
〇
）
の
よ
う
に
な
る
。

（
２５
）

部
立
の
下
位
部
類
名
と
し
て
の
「
釈
教
」（『
後
拾
遺
和
歌
集
』）

や
部
立
名
と
し
て
の
「
釈
教
歌
」（『
千
載
和
歌
集
』
以
降
）
の
よ
う

な
も
の
も
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
採
ら
な
い
。

（
２６
）
「
玉
葉
詞
書
」
か
ら
「
新
続
古
今
詞
書
」
ま
で
の
「
し
や
く
け

う
」
の
使
用
度
数
は
、
一
一
、
四
、
二
、
五
、
一
一
、
四
、
二
、
三

で
あ
る
。

（
２７
）
『
玉
葉
和
歌
集
』
は
一
一
〇
首
、『
新
千
載
和
歌
集
』
は
一
一
八
首

と
、『
玉
葉
和
歌
集
』
以
降
の
他
の
勅
�
集
に
比
し
て
多
い
と
言
え

る
（
た
だ
し
、『
続
千
載
和
歌
集
』
は
一
〇
六
首
と
近
似
し
て
い
る

が
、
他
は
八
〇
首
未
満
）。

（
２８
）
「
続
拾
遺
詞
書
」
に
お
け
る
「
未
嘗
睡
眠
」
は
、
法
華
経
序
品
か

ら
の
も
の
で
あ
る
が
、（
１３
）
書
に
よ
れ
ば
、『
法
門
百
首
』
の
、

例
Ｏ

未
嘗
睡
眠
（
六
八
）

や
、『
発
心
和
歌
集
』
の
、

例
Ｐ

又
見
仏
子
、
未
嘗
睡
眠
、
経
行
林
中
、
勤
求
仏
道
（
二

五
）

と
い
う
使
用
例
の
ほ
か
、『
続
詞
花
和
歌
集
』（
四
四
五
）、『
今
�
和

歌
集
』（
二
〇
九
）
の
季
広
詠
（
同
一
歌
）
の
「
詞
書
」
な
ど
に
も

あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

（
２９
）

和
歌
部
分
に
は
、

例
Ｑ

逢
ふ
と
見
し
そ
の
夜
の
夢
の
覚
め
で
あ
れ
な
長
き
眠
り
は

う
か
る
べ
け
れ
ど
（
千
載
・
八
七
四
）

例
Ｒ

暁
の
ゆ
ふ
つ
け
鳥
ぞ
あ
は
れ
な
る
な
が
き
ね
ぶ
り
を
お
も

ふ
枕
に
（
新
古
今
・
一
八
一
〇
）
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な
ど
多
数
の
使
用
例
が
あ
る
。

（
３０
）

私
家
集
そ
の
他
の
「
詞
書
」
に
は
、「
○
○
驚
眠
」
以
外
に
も

「
眠
（
ね
ぶ
り
）」「
ね
ぶ
る
」
の
使
用
例
は
多
数
あ
る
。
そ
の
一
端

を
（
１３
）
書
に
よ
っ
て
示
す
と
、

例
Ｓ

老
眠
早
覚
常
残
夜
（
千
里
集
・
六
四
）

例
Ｔ

花
山
院
に
て
三
首
あ
る
じ
の
女
ど
も
の
い
ふ
ほ
ど
に
、
こ

ど
ね
り
わ
ら
は
ね
ぶ
り
た
る
と
こ
ろ
（
嘉
言
集
・
九
九
）

例
Ｕ

夕
殿
蛍
飛
思
悄
然
、
秋
灯
挑
尽
未
能
眠
（
拾
玉
集
・
一
九

五
八
）

例
Ｖ

貞
応
三
年
句
題
百
首
、
水
鳥
眠
岸
（
夫
木
和
歌
抄
・
六
九

五
九
）

例
Ｗ

暁
眠
易
覚
（
雅
世
集
・
六
六
九
）

な
ど
。

（
３１
）

取
り
上
げ
た
「
○
○
驚
眠
」
と
い
う
「
詞
書
」
が
付
さ
れ
た
歌
の

詠
者
は
、
俊
頼
、
永
実
、
教
長
、
公
重
、
寂
蓮
、
隆
信
、
慈
円
、
飛

鳥
井
雅
親
で
あ
る
。『
新
後
�
和
歌
集
』
の
�
歌
範
囲
の
中
で
は
比

較
的
古
い
時
代
に
属
す
る
人
物
が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。

﹇
本
文
﹈

語
彙
調
査
や
引
用
に
使
用
し
た
本
文
は
、「
続
拾
遺
詞
書
」
は
前
掲

書
、「
古
今
詞
書
」
は
佐
伯
梅
友
校
注
『
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学

大
系
８

昭
和
三
三
年
三
月
、
岩
波
書
店
）、「
後
�
詞
書
」
は
大
阪
女
子

大
学
国
文
学
研
究
室
編
『
後
�
和
歌
集
総
索
引
』（
昭
和
四
〇
年
一
二

月
、
大
阪
女
子
大
学
）
の
本
文
編
、「
拾
遺
詞
書
」
は
片
桐
洋
一
『
拾
遺

和
歌
集
の
研
究

伝
本
・
校
本
篇
』（
昭
和
四
五
年
一
二
月
、
大
学
堂
書

店
）
の
主
底
本
、「
後
拾
遺
詞
書
」
は
川
村
晃
生
校
注
『
後
拾
遺
和
歌

集
』（
平
成
三
年
三
月
、
和
泉
書
院
）、「
金
葉
詞
書
」
は
川
村
晃
生
・
柏

木
由
夫
・
工
藤
重
矩
校
注
『
金
葉
和
歌
集

詞
花
和
歌
集
』（
新
日
本
古

典
文
学
大
系
９

平
成
一
年
九
月
、
岩
波
書
店
）、「
詞
花
詞
書
」
は
松
野

陽
一
校
注
『
詞
花
和
歌
集
』（
昭
和
六
三
年
九
月
、
和
泉
書
院
）、「
千
載

詞
書
」
は
久
保
田
淳
・
松
野
陽
一
校
注
『
千
載
和
歌
集
』（
昭
和
四
四
年

九
月
、
笠
間
書
院
）、「
新
古
今
詞
書
」
は
久
松
潜
一
・
山
崎
敏
夫
・
後
藤

重
郎
校
注
『
新
古
今
和
歌
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
２８

昭
和
三
三
年

二
月
、
岩
波
書
店
）、「
新
勅
�
詞
書
」
は
滝
澤
貞
夫
編
『
新
勅
�
集
総
索

引
』（
昭
和
五
七
年
一
〇
月
、
明
治
書
院
）
の
底
本
、「
続
後
�
詞
書
」

「
続
古
今
詞
書
」「
続
拾
遺
詞
書
」
は
『
新
編
国
歌
大
観

一
』（
昭
和
五

八
年
二
月
、
角
川
書
店
）
所
収
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ
る
。
ま
た
、
私
家
集

な
ど
は
、
注
（
１３
）
に
も
示
し
た
『
新
編
国
歌
大
観

C
D
-R
O
M

版

V
er.2

』（
平
成
一
五
年
六
月
、
角
川
書
店
）
所
収
本
に
、
そ
れ
ぞ
れ
よ

る
。
な
お
、
本
稿
中
で
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
す
る
場
合
は
、
同
書
。
傍

線
筆
者
、
引
用
の
後
の
（

）
内
の
数
字
は
、
引
用
本
文
の
歌
番
号
を
、

例
５８
に
お
け
る
歌
番
号
の
前
の
「
夫
木
和
歌
抄
」
な
ど
は
出
典
を
示
す
。

た
だ
し
、
例
５３
の
よ
う
に
出
典
が
勅
�
集
の
場
合
は
「
古
今
」
の
よ
う
な

省
略
し
た
形
で
示
す
。
ま
た
、『
散
木
奇
歌
集
』（
二
四
三
）
な
ど
も
出
典

と
歌
番
号
を
示
す
。
な
お
、
引
用
に
当
た
っ
て
、
漢
字
の
字
体
は
現
行
の

も
の
に
改
め
た
。
以
下
、
同
様
。

『新後�和歌集』の「詞書」の語彙
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